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あ
の
日
を
忘
れ
な
い

そ
の
た
め
に
、
集
う

　

３
月
11
日
（
土
）、
お
し
ゃ
っ
ち
で
は
、

大
槌
町
東
日
本
大
震
災
津
波
追
悼
式
お
よ

び
一
般
献
花
が
行
わ
れ
、
町
内
外
の
人
６

０
０
人
以
上
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
し
ゃ
っ
ち
に
隣
接
す
る
御

社
地
公
園
で
は
、
大
槌
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ

る
、「
３
・
11
集
い
〜
灯
火
〜
」
と
題
し
た

灯
ろ
う
に
あ
か
り
を
灯
す
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
か
ら
続
く
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
14
も
の
町
内
団
体
の
ほ
か
、

当
日
公
園
を
訪
れ
た
一
般
参
加
者
１
５
０

名
以
上
が
参
加
。
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
し

て
、３・11
の
文
字
を
か
た
ち
作
り
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
渡
辺
賢
也
さ
ん
は
「
当
初
は

追
悼
・
慰
霊
の
た
め
の
目
的
で
始
ま
っ
た

が
、
今
で
は
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

に
と
い
う
声
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
町
内

の
子
ど
も
た
ち
や
、
遠
方
か
ら
の
家
族
連

れ
の
人
も
多
く
参
加
し
て
く
れ
て
い
て
、

次
の
世
代
に
伝
承
し
て
い
く
た
め
に
も
意

味
の
あ
る
活
動
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
し

ま
す
。
町
内
外
の
人
た
ち
が
、
あ
の
日
大

槌
で
起
き
た
事
を
思
い
、
集
ま
っ
て
語
り

合
い
な
が
ら
過
ご
す
場
所
と
時
間
。

　
「
忘
れ
な
い
」
た
め
の
１
日
、
人
が
集
い

あ
の
日
を
思
う
時
間
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

「
忘
れ
な
い
」の
１
日
。

第
８
回

　
３
月
11
日
。
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
津
波
の
犠
牲
者
に
対
す
る
追
悼
や
慰
霊
の
行
事

が
各
地
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
や
町
外
の
人
な
ど
、
様
々
な
人
た
ち
が
、
あ
の
日
を

「
忘
れ
な
い
」
た
め
に
、
大
槌
に
集
い
、
と
も
に
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

おしゃっちで行われた
大槌町東日本大震災津波追悼式

3

居・色・自由　第 8 回　移住定住のページ

「忘れない」の１日。

令和５年大槌町議会 3 月定例会

施政方針演述要旨

乗合タクシーの実証運行事業を継続します

令和５年度  役場の組織体制

令和４年度  大槌町消防表彰者名簿

おおつち NEWS 〜町の話題〜

＃おしゃっち　大槌町文化交流センターのページ

すくすく広場　子育て情報のページ

楽笑幸齢者になろう！ おらほの町の地域包括支援センター　
 高齢者の総合相談窓口　大槌町地域包括支援センター

大槌町教育委員会だより　欅
けやき

の梢
こずえ

から

くらしの安心だより
 ごみの出し方・分け方について　
 自転車ヘルメットの着用が努力義務化

おおつちインフォメーション

おらD
ど ぉ
oの協D

働
o！「おもっせえ」活動を紹介！やっぺし協働！

地域防災の意識を小学生から発信　吉里吉里学園と消防団が標語で啓発
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地
方
創
生
の
推
進

　

町
の
第
９
次
大
槌
町
総
合
計
画
で
は
、

人
口
減
少
や
少
子
化
の
進
展
な
ど
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
こ
れ
ま
で
の
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
、
人

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
活
力
あ

る
地
場
産
業
の
創
出
や
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、
地
方
創

生
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

第
９
次
大
槌
町
総
合
計
画
の
「
前
期
基

本
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年

度
で
５
年
間
の
計
画
期
間
を
終
了
す
る
こ

と
か
ら
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
10
年
度

ま
で
の
５
年
計
画
で
実
施
す
る
「
後
期
基

本
計
画
」
の
策
定
に
令
和
４
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
「
後
期
基
本
計
画
」は
、「
前
期
基
本
計
画
」

に
掲
げ
た
基
本
構
想
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら

に
社
会
情
勢
の
変
化
や
、
国
が
新
た
に
進

め
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」

を
鑑
み
、そ
の
課
題
と
対
策
を
整
理
し
、「
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
」
と
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
を
統
合
し
た
、
一
体
的
な
構
成
で

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
織
体
制

　

国
の
こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
や
こ
ど
も
基

本
法
を
踏
ま
え
、
少
子
化
対
策
を
含
む
子

ど
も
・
子
育
て
政
策
な
ど
の
重
要
課
題
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
人
的

資
源
の
重
点
的
配
置
を
行
う
と
と
も
に
、

効
率
的
な
業
務
執
行
が
で
き
る
よ
う
、
健

康
福
祉
課
に「
こ
ど
も
班
」を
新
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
数
は
、
１
５
０
人
体
制
を

予
定
し
て
お
り
、
新
規
採
用
職
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
般
事
務
職
、
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
の
ほ
か
、
正
規
職
員
の
不
在
が

続
い
て
い
た
文
化
財
専
門
員
２
名
を
採
用

す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

当
初
予
算
編
成

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
、
第
９
次
大

槌
町
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
着
実
に

推
し
進
め
つ
つ
、
持
続
可
能
な
町
財
政
運

営
を
図
る
予
算
と
し
て
編
成
し
て
お
り
ま

す
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
１
０
６
億
７

千
６
百
万
円
を
計
上
し
、
対
前
年
度
比
で

19
・
79
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特

に
も
公
債
費
が
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
財
政
構
造
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

町
債
の
繰
上
償
還
に
要
す
る
費
用
を
計
上

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
特
別
会
計
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
減
少
に
伴
う

保
険
給
付
費
の
減
少
等
の
理
由
に
よ
り
特

別
会
計
全
体
は
対
前
年
度
比
で
２
・
１
７

％
減
の
31
億
７
千
６
１
８
万
７
千
円
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
、
税
収
は
減
少
傾
向

に
あ
る
中
、
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
複

雑
・
多
様
化
し
て
お
り
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
社
会
保
障
費
の
増
大
、
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
財
政
需
要

の
増
加
、
復
興
事
業
の
完
了
に
伴
う
特
別

交
付
税
の
精
算
な
ど
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み

に
は
積
極
的
な
投
資
を
行
い
な
が
ら
も
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
、
持
続
可
能

な
町
財
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

　

町
民
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
が
変
化
す

る
中
、
震
災
前
と
は
異
な
る
地
縁
と
な
っ

た
こ
と
で
、
自
治
会
・
町
内
会
に
お
け
る

繋
が
り
の
希
薄
化
や
役
員
の
担
い
手
不
足

産業・観光

地場産業の拡大▶「岩手大槌サーモン」「岩手ジビエ
大槌鹿」の拡大支援▶地場産品の生産性向上および
安定収量の確保の支援▶サーモン養殖事業▶ウニ蓄
養事業▶藻場再生事業▶ダイビング等を活用した観
光振興事業

観光物産の拡大▶アニメの活用▶イベントや郷土芸
能を活用した観光誘客▶大槌町魅力発信体験型ツー
リズム事業

地域経済対策▶住宅建設等促進事業補助金▶合宿誘
致事業▶おおちゃん融資

健康・福祉

子育て環境の充実▶妊娠期から出産・子育てまで一
貫した伴走型相談支援と経済支援▶地域で子育てを
相互援助していく「ファミリー・サポート・センター」
の創設▶子どもの居場所づくり支援

高齢者支援の推進▶「大槌町敬老の集い」の地域単位
での開催を支援

教育・文化

生涯を通してつながる学びの推進
▶特別支援教育の視点による一人一人に適した支援

地域へと広がる魅力的な学びの場づくり
▶大槌高校魅力化推進事業

町民の学習活動の推進
▶歴史文化の掘り起こし▶第 50 回町民文化祭

震災伝承▶震災語り部の育成▶震災教育コンテンツ
開発▶伝承の場検討▶（仮称）鎮魂の森整備

安全・快適

災害に強いまちづくりの推進▶津波避難対策緊急事
業計画を策定▶指定避難場所標識整備事業▶防災無
線設備更新整備事業▶消防屯所の整備

自然環境の保全▶大槌町環境基本計画の策定

新たな交通ネットワーク▶︎デマンド型の乗合タクシ
ー実証運行の継続

施
政
方
針
演
述
要
旨

令
和
５
年
大
槌
町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平
野
公
三

町
長
が
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
本
年
度
の
施
政
方
針
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

将来を見据えた持続可能なまちづくり

協働による地域・まちづくりの推進▶「子どもの遊
び場」についての検討

男女共同参画社会の推進▶パートナーシップ制度の
導入検討

移住・定住の促進▶地域の活性化とまちづくり人材
の定住▶地域の担い手の確保

行政手続きのデジタル化▶業務の効率化および町民
の利便性向上

広域行政の推進▶第２期釜石・大槌定住自立圏共生
ビジョン

未来につなげる着実な復興まちづくり

支え合い誰もが暮らし続けられる地域社会づくり
▶各地域における持続的な運営の仕組みの検討およ
び支援
▶災害援護資金貸付金

な
ど
と
い
っ
た
課
題
が
散
見
さ
れ
る
状
況

で
あ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤

再
生
は
、
今
な
お
安
定
と
自
走
化
に
時
間

を
要
す
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

安
定
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
た
「
心
の
復
興
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
槌
町
が
持
続

可
能
な
ま
ち
と
な
る
べ
く
、
未
来
へ
の
可

能
性
を
探
求
し
、生
き
残
り
を
か
け
た
「
真

の
復
興
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
私
の
町
長
と
し
て
の
任
期
が

満
了
と
な
る
年
で
あ
り
ま
す
。
２
期
目
の

任
期
満
了
を
目
前
に
控
え
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
へ
と
発

展
さ
せ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
「
魅
力
あ
る
人
を
育
て 

新
し

い
価
値
を
創
造
し
続
け
る
ま
ち
大
槌
」
を

実
現
さ
せ
る
べ
く
、
残
り
の
任
期
に
つ
き

ま
し
て
も
粉
骨
砕
身
の
覚
悟
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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国土地理院地図を加工して作成

●柾内地区集会所

●コンビニ

柾内１
柾内２

柾内３
柾内４
柾内５

柾内６

柾内７

柾内８
N

100m0

事前に「利用者登録」をします。

利用日の前日16:00までに電話で予約します。

●会員番号
●お名前
●利用日時
●乗降停留所
●帰りの時間

(1) ますと乃湯

当日、ご予約の停留所でお待ちください。
　乗り合いのため、目的地まで最短距離で運行できるとは限りません。
到着時刻も遅れる可能性がありますのでご了承ください。

乗合タクシーの予約を
お願いします。会員番
号■の●●ですが、明
日、△△停 留 所 か ら、
行きは９時の便を、帰
りは 11 時の便でお願
いします。

利用者登録申請書

□………
□…………

火・水・木

火 木

週３回
運行！

大人（中学生以上）

小人（小学生以下）、
障がい者手帳提示の障がい者本人
及び介護者１人まで

発

着

9:00頃

行き
行
き 10:30頃

9:XX頃 10:XX頃

１便目 ２便目

発

着

11:00頃

帰り
帰
り 13:00頃

11:XX頃 13:XX頃

３便目 ４便目

14:30頃

14:XX頃

５便目

１.

２.

３.

お問合せ先　　大槌町　企画財政課  0193-42-8712

　運行するタクシー事業者に電話のうえ、以下の内容をお話ください。

　利用を開始する前に「利用者登録申請書」を大槌町役場 企画財政課に提出すると、
登録証が交付されます。登録する方の身分証明書（保険証など）が必要です。

　柾内地区にお住まいの方
も利用いただけるよう、運
行地域を拡大させました。
地区内８カ所のごみステー
ションと集会所を、新たに
地区停留所として設定しま
した。

　これまでは火曜日と木曜日の週２回運行でしたが、水曜
日も運行し、週３回の運行になります。

※お迎えの時間と目的地までの到着時間や経路は、予約状況で変動します。

※キャンセルの場合は、ご利用の１時間前までにお電話ください。それ以降は利用料が発生します。

地区停留所

指定停留所 地区停留所

指定停留所

250 円

500円 幼児・乳児 無料
利用料金 運行曜日

運行時間

利用方法

 柾内地区も
運行開始します。

(2)
循環線
（町民バス）マスト だぁすこ

吉里吉里①ゴミステーション前 吉里吉里①ゴミステーション前

〇〇集会所 〇〇集会所

利用例利用例
※お住まいの地区で、予約先が異なります。

その1

　運行する事業者が変わります。ご予約の際はお間違いの
無いようご注意ください。

その3

その2

予約先

大槌
タクシー (０１９３)４２－２２５７

大安
タクシー (０１９３)４２－４１３１
●沢山、柾内、迫又、小枕、安渡、赤浜地区の方

●吉里吉里、浪板地区の方

大槌タクシー（0193）42－2257

大安タクシー（0193）42－4131

沢山、柾内、迫又、小枕、
安渡、赤浜地区の方

吉里吉里、浪板地区の方

水

タクシー事業者の
担当地区が交換になります。

水曜日も
運行開始します。

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
の
り
た
く
」
を
、
利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
、

か
つ
持
続
的
な
制
度
と
す
る
た
め
に
、
次
の
３
点
を
変
更
し
、
実
証
運
行
を
継
続
し
ま
す
！

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
事
業
を

継
続
し
ま
す
！

大
槌
町
実
証
運
行
期
間
：
令
和
5
年
４
月  

～ 

令
和
6
年
3
月
31
日

令和 5 年度
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消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

  

小こ

　
松

ま
つ
　
則の

り
　
明あ

き
（第

１
分
団
本
部 

副
分
団
長
）

岩
手
県
知
事
表
彰

功
績
章

  

一ひ
と
つ　
兜か

ぶ
と　
大ひ

ろ
　
志し

（
第
１
分
団
本
部 

分
団
長
）

  

佐さ

さ々

木き

　
重じ

ゅ
う　
吾ご

（
第
５
分
団
第
１
部 

部
長
）

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

功
績
章

  

里さ
と

　
舘だ

て
　
功い

さ
　
美み

（
第
２
分
団
本
部 

分
団
長
）

精
績
章

  

古ふ
る

　
舘だ

て
　
康や

す
　
裕ひ

ろ
（
第
２
分
団
本
部 

副
分
団
長
）

勤
続
章

  

田た

　
中な

か
　
　
　
晃あ

き
ら（

第
３
分
団
本
部 

副
分
団
長
）

  

前ま
え

　
川か

わ
　
紀の

り
　
崇た

か
（
第
３
分
団
第
１
部 

部
長
）

岩
手
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

功
労
章

  

芳は

　
賀が

　
　
　
潤じ

ゅ
ん（

第
３
分
団
本
部 

分
団
長
）

功
績
章

  

三み

　
浦う

ら
　
　
　
豊ゆ

た
か（

第
１
分
団
第
２
部 

部
長
）

  

木き

　
村む

ら
　
辰た

つ
　
三ぞ

う
（
第
２
分
団
第
２
部 

班
長
）

婦
人
消
防
協
力
隊
（
会
）
員
表
彰

  

遠え
ん

　
藤ど

う
　
け
い
子こ 

様

 

（
大
槌
町
婦
人
消
防
協
力
隊
連
合
会 

第
２
分
団
第
３
部 

隊
員
）

内
助
功
労
賞

  

里さ
と

　
舘だ

て
　
梅う

め
　
子こ 

様 

（
第
２
分
団
本
部 

分
団
長 

令
夫
人
）

無
火
災
竿
頭
綬

  

三
四
二
日
間
（
大
槌
町
消
防
団
）

 

（
勤
続
年
数
基
準
日
：
令
和
５
年
２
月
１
日
）

大
槌
町
消
防
団
表
彰

五
十
五
年
勤
続
証

  

三み

　
浦う

ら
　
幸ゆ

き
　
保や

す
（
団
本
部 

副
団
長
）

四
十
五
年
勤
続
証

  

木き

　
村む

ら
　
辰た

つ
　
三ぞ

う
（
第
２
分
団
第
２
部 

班
長
）

三
十
五
年
勤
続
証

  

三み

　
浦う

ら
　
　
　
豊ゆ

た
か（

第
１
分
団
第
２
部 

部
長
）

  

三み

　
浦う

ら
　
清き

よ
　
志し

（
第
１
分
団
第
２
部 

団
員
）

  

三み

　
浦う

ら
　
輝て

る
　
男お

（
第
５
分
団
第
３
部 

班
長
）

三
十
年
勤
続
証

  

前ま
え

　
川か

わ
　
紀の

り
　
崇た

か
（
第
３
分
団
第
１
部 

部
長
）

二
十
五
年
勤
続
証

  

堀ほ
り

　
合あ

い
　
隆り

ゅ
う　
司じ

（
第
３
分
団
第
１
部 

班
長
）

  

中な
か

　
島じ

ま
　
健け

ん
　
一い

ち
（
第
３
分
団
第
２
部 

団
員
）

大
槌
町
消
防
団
表
彰

二
十
五
年
勤
続
証

  

平ひ
ら

　
野の

　
光み

つ
　
正ま

さ
（
第
３
分
団
第
３
部 

団
員
）

  

阿あ

　
部べ

　
秀ひ

で
　
明あ

き
（
第
４
分
団
第
１
部 

団
員
）

二
十
年
勤
続
証

  

藤ふ
じ

　
原わ

ら
　
将ま

さ
　
徳の

り
（
第
４
分
団
第
１
部 

団
員
）

  

佐さ

さ々

木き

　
勝か

つ
　
彦ひ

こ
（
第
４
分
団
第
２
部 

班
長
）

  

佐さ

さ々

木き

　
兵ひ

ょ
う　
一い

ち
（
第
５
分
団
第
３
部 

団
員
）

十
五
年
勤
続
証

  

佐さ

さ々

木き

　
　
　
彰あ

き
ら（

第
２
分
団
第
１
部 

団
員
）

  

上う
え

　
野の

　
瑞み

つ
　
徳の

り
（
第
５
分
団
第
１
部 

団
員
）

  

上う
え

　
田た

　
晴は

る
　
善よ

し
（
第
５
分
団
第
１
部 

団
員
）

  

佐さ

さ々

木き

　
栄し

げ
　
光み

つ
（
第
５
分
団
第
２
部 

団
員
）

十
年
勤
続
証

  

小こ

　
松ま

つ
　
康や

す
　
朗あ

き
（
第
１
分
団
第
２
部 

団
員
）

  

小お

笠が
さ

原わ
ら

　
弘ひ

ろ
　
純ず

み
（
第
３
分
団
第
２
部 

団
員
）

内
助
功
労
感
謝
状

  

阿あ

　
部べ

　
志し

　
保ほ 

様 

（
第
１
分
団
第
２
部 

班
長 

令
夫
人
）

  

木き

　
村む

ら
　
節せ

つ
　
子こ 

様 

（
第
２
分
団
第
２
部 

班
長 

令
夫
人
）

  

臺だ
い

　
野の

　
　
　
望

の
ぞ
み 

様 

（
第
３
分
団
第
３
部 

班
長 

令
夫
人
）

 

（
消
防
勤
続
年
数
基
準
日
：
令
和
４
年
12
月
31
日
）

 

（
無
火
災
期
間
基
準
日
：
令
和
４
年
11
月
30
日
）

岩
手
県
消
防
協
会
遠
野
釜
石
地
区
支
部
表
彰

二
十
五
年
勤
続
証

  

一ひ
と
つ　
兜か

ぶ
と　
大ひ

ろ
　
志し

（
第
１
分
団
本
部 

分
団
長
）

  

堀ほ
り

　
合あ

い
　
隆り

ゅ
う　
司じ

（
第
３
分
団
第
１
部 

班
長
）

  

中な
か

　
島じ

ま
　
健け

ん
　
一い

ち
（
第
３
分
団
第
２
部 

団
員
）

  

平ひ
ら

　
野の

　
光み

つ
　
正ま

さ
（
第
３
分
団
第
３
部 

団
員
）

  

阿あ

　
部べ

　
秀ひ

で
　
明あ

き
（
第
４
分
団
第
１
部 

団
員
）

十
五
年
勤
続
証

  

沢さ
わ

　
舘だ

て
　
　
　
明あ

き
ら（

第
１
分
団
第
３
部 

団
員
）

  

佐さ

さ々

木き

　
　
　
彰あ

き
ら（

第
２
分
団
第
１
部 

団
員
）

  

上う
え

　
野の

　
瑞み

つ
　
徳の

り
（
第
５
分
団
第
１
部 

団
員
）

  

上う
え

　
田た

　
晴は

る
　
善よ

し
（
第
５
分
団
第
１
部 

団
員
）

  

佐さ

さ々

木き

　
栄し

げ
　
光み

つ
（
第
５
分
団
第
２
部 

団
員
）

十
年
勤
続
証

  

小こ

　
松ま

つ
　
康や

す
　
朗あ

き
（
第
１
分
団
第
２
部 

団
員
）

  

小お

笠が
さ
原わ

ら
　
弘ひ

ろ
　
純ず

み
（
第
３
分
団
第
２
部 

団
員
）

精
錬
証
（
普
通
）

  

井い
の

　
上う

え
　
圭け

い
　
介す

け
（
第
３
分
団
第
２
部 

団
員
）

竿
頭
綬
（
無
火
災
）

  

一
〇
九
五
日
間
（
大
槌
町
消
防
団 
第
２
分
団
）

  

八
三
三
日
間
　 

（
大
槌
町
消
防
団 

第
４
分
団
）

令
和
四
年
度  

大
槌
町
消
防
表
彰
者
名
簿

所　　属 電話番号 班　名 主な業務内容

役場役場のの組織体制組織体制 ※�来庁時にご不明な点は、１階入り口にある総合案内に
お問い合わせください。

令和
５年度

総 務 課 （0193-42-8710）
総 務 班 町長秘書、公文書管理、情報公開
職 員 情 報 班 人事、給与、ケーブルテレビ

防 災 対 策 課 （0193-42-8781） 防 災 対 策 班 防災、避難訓練、ハザードマップ

企 画 財 政 課 （0193-42-8712）
企 画 政 策 班 総合的な計画（総合計画、国土強靭化地域計画、地方

創生総合戦略等）、定住自立圏協定、公共交通、統計

財 政 管 財 班 予算編成・管理、入札・契約事務、町有財産管理、
庁舎管理、寄附採納

土坂峠トンネル化推進室 （0193-42-8712） 土坂峠トンネル化推進班 土坂峠のトンネル化要望、道路関係団体

税 務 会 計 課 （0193-42-8711）
課 税 班

町税（住民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保
険税等）の課税、各種証明書（納税証明書以外）の
発行

収 納 班 町税の収納・徴収、納税証明書の発行
出 納 班 公金の出納、公金の資金管理

消 防 課 （0193-42-3121） 消 防 班 消防団、婦人消防協力隊事務

町 民 課 （0193-42-8713）

戸 籍・ 住 基 班 戸籍住基、印鑑登録、船員手帳、旅券申請、マイナ
ンバーカード交付

国 保 年 金 班 国民健康保険、後期高齢者医療保険、国民年金、医
療費助成

環 境 生 活 班 環境、交通安全、防犯、エネルギー
選挙管理委員会事務局 （町民課内） － 選挙関係
リサイクルセンター （0193-42-7570） 清 掃 管 理 班 一般廃棄物、リサイクル、し尿

健 康 福 祉 課

（0193-42-8715） 地 域 福 祉 班 地域福祉、障がい者福祉、生活保護、被災者の生活・
住宅再建支援

（0193-42-8715） こ ど も 班
児童福祉保育所・認定こども園・幼稚園・小規模保
育事業所・放課後児童クラブ利用申込、児童手当、
児童扶養手当、特別児童扶養手当

（0193-42-8161） 介 護 班 介護保険、高齢者福祉

（0193-42-8716）
健 康 長 寿 班 母子保健、健康増進、各種検診、予防接種、精神保健
地域包括支援センター 高齢者総合相談、介護予防
子育て世代包括支援センター 子育て総合相談

協働地域づくり推進課 （0193-42-8718）
協働地域づくり班 自治会町内会等の支援、コミュニティ活動助成、町政

提案受付、公民館、城山公園体育館、集会所、広報
震 災 伝 承 推 進 班 震災伝承、（仮称）鎮魂の森の整備

文化活動交流施設 （0193-27-5181） 文 化 交 流 班 大槌町文化交流センターの管理運営

産 業 振 興 課 （0193-42-8717）

一次産業活性化班 農業、林業、畜産業、水産業、６次化推進
国 土 調 査 班 国土調査

つ く る 班 ふるさと納税、移住定住促進、地域おこし協力隊、
有害鳥獣対策

（0193-42-8725） 商 工 観 光 班 商工、観光物産、企業誘致
農業委員会事務局 （0193-42-8721） － 農地法、農地台帳

地 域 整 備 課 （0193-42-8722）
工 務 班 道路・河川工事、都市計画関係

建築確認申請

管 理 班 道路・河川管理、公園管理、街路灯
町営住宅

上 下 水 道 課 （0193-42-8719）
工 務 班 上下水道工事、給排水設備工事手続全般、地下埋設

物（上下水道）確認申請

業 務 班 上下水道事業（公営企業）の経営、料金・異動手続き、
浄化槽補助関係

学 務 課 （0193-42-6100） 大槌型教育推進班 教育、就学、奨学金、教育環境整備、スクールバス
学校給食センター （0193-43-1015） 学校給食センター班 学校給食
生 涯 学 習 課 （0193-42-2300） 生 涯 学 習 班 社会教育、文化財、体育施設の管理
図 書 館 （0193-42-7226） 図 書 班 図書館の管理運営
議 会 事 務 局 （0193-42-8772） 議 事 班 議会関係
監 査 委 員 室 （0193-42-8782） 監 査 班 監査関係

令和５年度の役場の組織体制をお知らせします。
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問 図書館  ℡0193-42-7226

図書館

event
図書館

event

４月12 日水 ～５月17 日水 4 月 28 日金 ～5月7日日
　こどもの読書週間（4 月 23 日～ 5 月 12 日）に関連
して、企画展『ねぇ これよんで！』を開催します。
　「第15 回 MOE 絵本屋さん大賞 2022」受賞作品と、
岩手県教育委員会が作成したブックリスト「いわての小
学校のためのおすすめ図書 100 選（いわ100キッズ）」
から当館所蔵分を紹介します。

　岩手県に残る縄文遺跡と代表的な出土品について県立
図書館の縄文、考古学に関する資料 55 点を借り受けて
展示します。

こどもの読書週間関連企画展 岩手県立図書館巡回展示
「今こそ、縄文」

【場所】３階ミーティングルーム
【協力】大槌町図書ボランティア�このゆびとまれ

４月15日土  11：00 ～

読み聞かせ会図書館

event

OTSUCHI NEWS

毎週火曜日、第３木曜日（４/20）休 館 日
のご案内

ご寄贈ありがとうございます
　臼澤富久様より、タブレット型端末（ipad）1 台
と大型絵本『おふとんかけたら（かがくいひろし 
作）』1 冊をご寄贈いただきました。
　「来館する皆さんに自由に使っていただきたい」
との臼澤さんの希
望により、図書館
内でのネット検索
などに利用できる
ように用意しまし
たのでご活用くだ
さい。

祝日開館 5 月 5 日（金）は祝日のため
18 時閉館です。

大槌町文化交
流センター「

おしゃっち」
のページ

問 大槌町文化交流センター　℡0193-27-5181

『漫画の絆』台日色紙展

4 月8 日土～ 4 月16日日

おしゃっち

event

　日本と台湾の漫画家の復興支援への感謝色紙を展示し
ます。この色紙は、日本の漫画家 113 人が東日本大震災
の復興支援への感謝として、台湾の漫画家が日本からの
新型コロナワクチン提供に対する感謝としてそれぞれ寄
稿した、日本と台湾の「漫画による絆の色紙」です。

４月８日土  13：30 ～  オープニングイベント
　台湾の漫画家や日本の声優が来場するオープニングイ
ベントを開催します。

●施設の利用について
オンラインの予約システムは引き続きご利用いた
だけます。使用料の支払いに PayPayはご利用い
ただくことができませんのでご了承ください。

●マスクの着用について
コロナ対策のためのマスクの着用は、令和 5年 3
月 13日から、利用者各自の判断としています。

おしゃっちラジオ体操おしゃっち

event

　引き続き毎朝 9 時から行っています。
　※休館日（火曜日）を除く

おしゃっちのご予約はネットからが便利！ 
ご自身で、予約、変更、キャンセルができます。
※初回だけ簡単なアカウント登録が必要です。
 https://www.oshacchi.com/

おしゃっちのイロイロ
日々更新中
フォローお願いします！

この 4月から、おしゃっちの管理運営は町職
員による直接運営となっています。
開館時間や休館日に変更はありません。

入場
無料

詳細は
こちら

生活困窮者の食料支援を　〜いわて生活協同組合と支援協定〜3月6日

　3月 6日（月）、大槌町社会福祉協議会といわ
て生活協同組合との「コープフードバンク食料支
援協定」の締結式が行われました。この協定は、
生活困窮者へ食料などを支援する目的で結ばれた
もので、社会福祉協議会の支援体制の強化につな
がり、また食料だけでなく日用品などの支援が受
けられることで、近年の物価や電気料金の高騰に
よる困窮者支援がより幅広く行えることとなりま
す。協定を結んだのは大槌町が16団体目で、沿
岸の町村では初めてです。いわて生活協同組合の
石橋副理事長は「誰もが安心して暮らせる、人と
人がつながる社会のために協力していきたい」と
話しました。

ＳＬ銀河ラストシーズン   町内児童に手旗をプレゼント3月22日

　SL 銀河のラストシーズンの運行に合わせ、子どもたちに
SL 銀河を応援してもらうため、ＪＲ東日本から大槌町教育
委員会に手旗が寄贈され、３月22日（水）、松橋教育長に
手渡されました。ラストシーズンの車両にもデザインされ
た、「ありがとう」のロゴ入りの手旗は、町内児童の一部に
配布されます。
　平成26年から運行が始まった SL銀河は、令和５年６月
11日が最終運行となります。

2月22日 大槌町有線テレビジョンの取り組み
放送番組審議会から答申

　2月 22日、大槌町放送番組審議会（阿部義晴委員長）より、「大槌町有
線テレビジョン放送番組基準」および「大槌町有線テレビジョン放送番組の
編集に関する基本計画」策定に関する答申がありました。
　同審議会は、大槌町有線テレビジョンにおける放送内容の審査や検討を行
うことなどを目的に設置されていて、今後、自主放送番組などの見直しに取
り組むこととしています。

3月27日 安心安全な通学を
町内の新小学１年生に黄色い帽子

　３月 27日（月）、釜石地区交通安全協会大槌支会と、あいおいニッセイ
同和損保様から、この春入学する町内の新１年生に、黄色い通学帽などを寄
贈いただきました。帽子を受け取った松橋教育長は「毎年黄色い帽子を寄贈
いただき大変感謝している。町としても、引き続き安心・安全な通学が出来
るよう見守りを進めていきたい」と話しました。あいおいニッセイ同和損保
様からの黄色い通学帽は、平成 29年度から継続して寄贈いただいており、
登下校時の安全確保に役立てられています。
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世代年齢別情報 大槌の子育て情報を
まとめたページです

すすくくすすくく 広広 場場
世代年齢別情報

楽 笑 幸 齢者になろう！

●おらほの町の地域包括支援センター ここでは、高齢者に関わる様々な
話題を掲載しています。

しく
って

せ

らく
しょう

こう
れい しゃ

健  診 ・ 相  談
　4月の乳幼児相談・健診は下記のとおりです。新型コロナウ
イルス感染症の対策をしながら、面談でお子様の成長確認をし
ます。対象者には個別に通知します。
■�場　所　大槌町保健センター�すこやかテラス
■�持ち物　母子健康手帳、体調確認シート、アンケートなど

実　施　日 健診・相談 対　象　児

4月11日（火） 4歳6か月児相談
平成30年9月生まれ
平成30年10月生まれ

４月21日（金）
１歳６か月児
健康診査

令和３年９月生まれ
令和３年10月生まれ

4月26日
（水）

午前 4か月児相談 令和4年12月生まれ

午後 7か月児相談 令和4年9月生まれ

問 健康福祉課　℡0193-42-8716

令和５年度 四種混合ワクチン予防接種について
　令和５年４月１日から、四種混合ワクチン予防接種の対象者
が拡大します。
　　従来：生後３か月から生後90か月
　　変更：生後２か月から生後90か月
　ご不明な点がございましたら下記までお問い合わせください。

問 健康福祉課　℡0193-42-8716

すこやか育児相談
　お子さまの成長で気になっていることについて個別相談（予
約制）を実施します。
　離乳食の進め方の悩み、体重が増えているか心配、落ち着き
がない様子が気になる、子どもへの接し方などの悩みを、保健
師や助産師、栄養士、社会福祉士などの専門職員に話してみま
せんか？
■�日　時　4月17日（月）　①��9：30 ～　②10：00 ～
　　　　　　　　　　　　�③10：30 ～　④11：00 ～
　※�予約状況により、日時を調整する場合があります。他の時
間帯を希望する場合はご相談ください。

■�予約締切　4月14日（金）
■�場　所　大槌町保健センター�すこやかテラス
■�対　象　就学前のお子様とご家族　※ご家族のみの相談可
■�持ち物　�母子健康手帳など

問 健康福祉課　℡0193-42-8716

産前産後サポート事業  大槌まんまるサロン
　助産師、子育て経験のあるママスタッフが子育てに関する

ちょっとした疑問・質問を一緒に解決。
　出産前・出産後の体調の変化やおっぱいのケア方法について
助産師さんに相談できる機会です。
■�日時　※予約制（定員になり次第締め切り）
　4月27日（木）　午前　�10：00 ～12：00（※10組）
　　　　　　　　��午後①14：00 ～14：45（※1組）
　　　　　　　　��午後②15：00 ～15：45（※1組）
■�場所　大槌町保健センター�すこやかテラス
■�対象　大槌町に住んでいる以下の人
　　　　　①現在、妊娠中の人
　　　　　②概ね1歳までのお子さんを育てる母親とその家族
■�内容【午前の部】・ママ同士の交流
　　　　　　　　�・お子さんの体重測定、母乳についての相談
　　�　�【午後の部】・個別の相談
■�予約　電話およびメール　4月26日（水）16：00まで

問 NPO法人まんまるママいわて　℡090-2981-1135
　 メール: info@manmaru.org

子育て支援事業のお知らせ
　下記の事業所では、未就園児、未就学児、保護者のための様々
な子育て支援事業を企画しています。内容や日時などの詳細は、
QRコードから情報ページをご覧ください。
■�事業所�・大槌町地域子育て支援センター「かりん」
� ・つつみ子育て支援センター「てくてく」
� ・おさなご幼稚園子育て支援事業「カンガルークラブ」
� ・認定こども園�みどり幼稚園
■�内　容�・園庭の開放　・親子参加型企画
　　　　� ・パパ、ママのための企画　など

【お問い合わせ】�大槌町地域包括支援センター　TEL�0193-42-8716
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サロンおでんせ

日　　程 内　容 おしゃっち会場
4月 13日（木） おでんせカフェ 会議室 4・和室
4月 20日（木） スライドカーリング 多目的ホール
4月 27日（木） カレンダー製作 会議室 2・3

【時間】10：00～ 11：30（出入り自由、申込不要）
【費用】�100 円� 問 健康福祉課　℡ 0193-42-8716

※ 新型コロナウイルス感染拡大
などにより中止する場合は施
設掲示などでお知らせします。

　主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師などの専門職
が連携し、高齢者が住み慣れた地域で生活できるように、
介護サービスや介護予防、日常生活支援などのさまざまな
相談を受け、必要な支援につなげていきます。

認知症への取り組み
認知症カフェや認知症サポーター養成講座を通じ
認知症の正しい理解や認知症の人への接し方など
を学び、本人やご家族の支援だけでなく、地域の
見守り活動へつなげます。

高齢者の総合相談窓口　大槌町地域包括支援センター
地域包括支援センターは、高齢者の介護・健康・福祉・医療に関する総合相談窓口です

誰でも気軽に集える居場所「サロンおでんせ」
を開催しています。

保健師 主任ケアマネジャー 社会福祉士

相談は無料です プライバシーは守ります！

総  合  相  談
役場窓口や相談会を開催し、
必要なサービスや制度など
を紹介します。

高齢者が安心して暮らすための
地域のネットワークづくり

高齢者が暮らしやすい地域づくりのために、地域
で働く人や、医療機関や介護事業所等と連携し、
安心して暮らせる
町づくりに取り組
みます。

介護予防の取り組み
活き活きとした生活を送ることができるように、
運動教室や介護予防教室、サロン活動支援をして
います。　

高齢者の権利を守る
高齢者虐待防止、虐待の早期発
見・把握に努め、関係機関と連携・
調整しながら相談に応じます。

お金の管理や契約などに不安が
ある人の相談に応じます。必要
に応じて成年後見制度などの手
続きの支援をします。

消費者被害などの相談に応じます。

地域包括支援センター業務（一部）をご紹介します！

←オリジナルのカレンダーづくり

サロンおでんせで、大槌ぴんころ体操をサロンおでんせで、大槌ぴんころ体操を
している様子している様子

民間企業の協力を得て
見守り体制づくりを行
うおおつち愛あいネッ
ト協定締結式の様子

このコーナーでは、町内の1歳前後の赤ちゃんを紹介しています。
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大槌町教育委員会だより

世代年齢別情報

欅の梢からけやき

こずえ

大槌高校の学校生活や日々の様子を町民の皆さんにお伝えします！
大槌高校だより 大槌高校のnoteでも

行事などの様子を
発信しています！

祝  49名が大槌高校を卒業しました！

　３月２日（木）に「大槌町コミュニティ・スクール委員会」を開催しました。今年度２回目となる本会は、大槌学園
と吉里吉里学園の両学園の学校運営協議会をつなぎ、両協議会の運営が円滑に推進されるために設置されているもので
す。今回は「本町の子どもたちの豊かな育ちと確かな学びの実現に向けて」と題して、部活動の地域移行などのテーマ
について協議しました。様々な立場の委員が、今、大槌の子どもたちに関わる課題を多様な視点で話し、来年度の協議
会運営について見通しを持つことができる会となりました。

　町はこれまで、「０歳から 18 歳まで」の一貫した教育を推進してきました。令和５年度からはさらに特別支援教育の
視点を加え、多様性を尊重し共に成長する教育「けやき共育」がスタートします。「けやき共育」は町の木である「欅」
から名付けました。空に向かって扇型に広がり、豊かな葉をつける欅は、その木陰を求め人々が集う場所となる木です。
大槌町の全ての子どもたちも、欅の木のように、自然と周りに人が集まり、すくすくと自分の道を拓けるようなたくま
しさを持った人になってほしい。そのために本人の力が発揮できるよう、一人一人に適した支援を受けられるように進
めていきます。保護者や地域の人にもご協力をいただきながら、地域全体でそれぞれの子供を理解し、育てていくこと
で「誰一人取り残さない学びの保障」の実現を目指していきます。今後も、広報やホームページなどでお知らせしてい
きます。

◦特別支援教育支援員の増員
◦多様な学び場の整備
◦ 教員および子供支援関係団体・保護者・地

域を対象とした研修会や教育相談の実施
◦専門チームによる支援体制づくり

大槌の子供たちの『未来』について語り合う
〜大槌町コミュニティ・スクール委員会〜

令和５年度から「けやき共育」をスタートします！ 

　３/ １( 水 ) に卒業式が行われ、49 名の生徒が大槌高校を卒業しました。今年も新型コロナウイルス感染対策の関
係で、卒業生と保護者、教員のみでの開催となりました。卒業生代表として答辞を担当した照井姫歌さんは「私たち
は、高校入学時から新型コロナウイルスの影響を受け、思い描いていた高校生活とは違う規制の多い日々を過ごして
きました。そのような中でも試行錯誤を重ね、私たちの青春を勝ち取る工夫を行ってきました。私たちの団結力は多
くの不安を大きな期待へと変化させ、高校生活という密な青春を過ごすことができました。これから先もそれぞれの
道を歩んでいく中で多くの困難が待ち受けていると思いますが、これまでの経験を活かして乗り越えていきたいと思
います」と力強く話しました。今年度の卒業生は、東日本大震災の影響で幼稚園の卒業式と小学校の入学式が、新型
コロナウイルスの影響で中学校の卒業式と高校の入学式が、それぞれ通常通り実施できなかった学年でした。そうし
た状況の中でも、多くの皆さんに支えていただいたおかげで、生徒たちは無事にこの日を迎え、成長した姿を見せて

くれました。いつも温かく生徒たちを見守り、育
んでいただいた町民の皆さんにも、心から感謝し
ています。ありがとうございました。

　
卒
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　２/23（木）におしゃっちを会場に、1・２年生の三陸みら
い探究発表会「大高生の“大槌（ハンマー）”を聴きに来てけ
でさフェスタ 2023」を開催しました。今年度は無事に地域の
みなさまに公開する形式での開催が実現しました。午前中の第
１部では、１年生が大槌町議会からいただいた地域課題テーマ
に対する解決策を発表しました。生徒は、これまで行ってきた
町内外で行ったフィールドワークでの学びを活かし、実現可能性のある内容の発表を行いました。午後の第２部では
２年生が、各自で興味のあるテーマを設定し１年間かけて探究を行うマイプロジェクトの成果発表を行いました。ど

の生徒も自分の言葉で堂々と話す姿が印象的でした。第３部で
は、文部科学省より中川覚敬氏、立命館宇治高校より酒井淳平
氏をお招きし、代表生徒や教員、来場者を交えて大槌高校の未
来について語り合いました。１日を通して町内外から約 230
名に来場いただき、大槌高校の取り組みについて多くの皆さん
と共有し合える場となりました。

１・２年生の三陸みらい探究発表を開催しました！

転退任される先生方のお知らせ
３月の定期人事異動により、８名の職員が転任・退任となりましたのでお知らせいたします。

鈴木　紗季 先生（大船渡高）　  野田　啓志 先生（西和賀高）　  小田原理香 先生（岩泉高）
赤﨑　琢哉 先生（退任）　　　  菅原　　準 先生（種市高）　　  菅野　純大 先生（沼宮内高）
三浦　静香 事務主事（宮古教育事務所）　  三浦奈々美 魅力化推進員（退任）

転退任される
先生方

「けやき共育」の主な取り組み
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くらしの だ よ り安 心

　ごみを出す際には、『ごみカレンダー』や『ごみの出し方・分け方』を十分に確認のうえ、収集に
ご協力ください。
　分別の仕方が悪い場合には、収集をしないことがあります。
　詳しく知りたい場合は、気軽にリサイクルセンターまでお問い合わせください。

　令和４年４月に成立した道路交通法の一部を改正する法律により、全ての自転車
利用者に対してヘルメット着用の努力義務が課せられ、令和５年４月１日から施行
されることとなりました。
　今までは、保護者などが幼児や児童に乗車用ヘルメットをかぶらせることが努力
義務とされてきましたが、令和５年４月１日からは、自転車利用者全世代が乗車用
ヘルメットを着用することが努力義務となります。
　自転車の交通事故では、頭部を負傷し、重い後遺症となる方や亡くなっている方
も多くいますので、自転車に乗る際には、乗車用ヘルメットを着用し、万が一の交
通事故から命を守りましょう。

※ 乗車用ヘルメットは、努めて SG マーク（一般社団法人製品安全協会認定）や JIS
マーク（日本産業規格）など、安全性を示すマークを付いたものを使い、あごひも
を確実に締めるなど正しく着用するようお願いします。

『ごみの出し方・分け方』について

令和５年４月１日から
自転車ヘルメットの着用が努力義務化に！
～自転車とヘルメットはセット～

　町は、特定健診など各種健康診査を下記日程で実施します。
　健診は、病気の早期発見、健診結果から体の変化を知ることで自身の生活習慣の改善、生活習慣
病の予防・改善を目的として実施するものです。健診を受診して健康維持に役立てましょう。
　特定健診に係る自己負担金は無料となっています。約10,000 円分の検査項目が無料で受けられ
ますので、ぜひこの機会に特定健診を受診し、自分の体をチェックしましょう。
　対象者には、４月下旬に郵便で案内しますので、内容を確認したうえで受診してください。

　特定健診と同日程で実施します。事前に申し込みを
していない場合も対象年齢であれば受診が可能です。

健診の種類 対象者 自己負担額

特 定 健 診 大槌町国民健康保険加入者

無料
後期高齢者健診 後期高齢者医療保険加入者

若 年 者 健 診 大槌町国民健康保険加入の 19 歳から 39
歳までの方（令和６年 3 月 31日時点）

健 康 診 査 生活保護受給者

■ 肝炎ウィルス検診

対象者
40 歳以上（昭和 59 年 3月31日以前生
まれ）で肝炎ウィルス検診を受けたこと
がない人

検査内容 少量の血液採取 検査費用 無料

■ 前立腺がん検診

対象者 50 歳以上（昭和 49 年 3 月31日以前生
まれ）の男性

検査内容 少量の血液採取 検査費用 500 円

注意事項 前立腺の疾患で治療中の人は受診できません

■ 肺がん検診

対象者
40 歳以上（昭和 59 年 3 月31日以前生まれ）
※  65 歳以上については結核検診を兼ねてい

ますので、受診するようお願いします。

検査
内容

検診車で胸部レントゲン撮影
※ 喀痰の検査は、会場で容器を配布しますが、

後日の回収となります。
　 また喀痰の検査のみを受診することはでき

ませんが、レントゲンのみの検査は可能です。
検査
費用 レントゲン撮影は 500 円、喀痰検査は700円

注意
事項

① 肺の疾患で治療中の人は、医療機関で受
診してください。

② レントゲン撮影はシャツを1 枚着用のまま
行いますので無地のシャツなどをご用意く
ださい。

③ ネックレス、ブラジャー、ベルトなどは撮
影前に外してください。

④ 当日は湿布やばんそうこうなどは貼らない
でください。

※ 喀痰検査の対象は喫煙のハイリスク者（1
日のたばこの本数×喫煙年数＝ 600 以上
の人）のみです。

■ 大人の風しん抗体検査（風しん追加的対策事業）

対象者 昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54 年 4 月
1日生まれの男性

検査内容 少量の血液検査 検査費用 無料

持ち物 ①風しんクーポン券
②本人確認書類（保険証等）

注意事項
持ち物を必ず持参してください。
※クーポン券は対象者のみ 4月下旬に送
付いたします。

令和 5 年度（５月実施）特定健診・各種健康診査日程 特定健診と併せて肝炎ウィルス検診・
前立腺がん検診・肺がん検診を行います

問 特定健診の日程等について……………………町民課国保年金班　℡0193-42-8713
問 特定健診以外の各種検査・検診について……健康福祉課　健康長寿班　℡0193-42-8716

■  こころのケアセンターによる支援・相談受付も併せて実施します
　こころのケアセンターでは、不安や悩みを抱えた人に寄り添い、時間を
かけて丁寧に心のケアに取り組んでいます。大きな災害を経験した後の震
災ストレスなどにより困難を抱えたり、先行きの見えない不安から、眠れ
なかったり、心や体に不調をきたしている人は気軽にご相談ください。こ
ころのケアセンタースタッフが個別に対応します。

特定健診等
を実施します

日　付 会場 受　付　時　間 対象地区の目安（対象地区
以外での受診も可能です）

5 月 9日
（火）

大
槌
町
役
場
多
目
的
会
議
室
（
※
役
場
隣
の
体
育
館
）

午前 9：00 ~ 午前 11：00 長井・種戸・徳並
一の渡・蕨打直・寺野午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 10日
（水）

午前 9：00 ~ 午前 11：00 臼沢・花輪田・�
町方（小枕地区含む）午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 11日
（木）

午前 9：00 ~ 午前 11：00
桜木町

午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 12日
（金）

午前 9：00 ~ 午前 11：00
和野・前段・柾内・金沢

午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 13日
（土）

午前 9：00 ~ 午前 11：00
全地区対象

午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 15日
（月）

午前 9：00 ~ 午前 11：00
浪板・安渡・赤浜

午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 16日
（火）

午前 9：00 ~ 午前 11：00
吉里吉里

午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 17日
（水）

午前 9：00 ~ 午前 11：00
大ヶ口

午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 18日
（木）

午前 9：00 ~ 午前 11：00
源水・沢山

午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 21日
（日）

午前 9：00 ~ 午前 11：00
全地区対象

午後 1：00 ~ 午後 2：30

5月 22日
（月）

午前 9：00 ~ 午前 11：00
全地区対象

午後 1：00 ~ 午後 2：30

※午前中については120人を受付人数の上限とします。ご了承ください。
※�番号札は事前に配布しません。当日、準備が整い次第、職員が配布します。
※�５月９日（火）、12日（金）、15日（月）、16日（火）の４日間臨時バス
を運行します。
　詳細は受診券に同封の運行時刻表をご確認ください。
※�臨時バス運行日の午後の健診はバス利用者を優先して行います。
※�対象地区を設定していますが、対象地区以外の人の受診も可能ですので、
都合がつく日程の会場で受診するようお願いします。

問 大槌町リサイクルセンター
 　℡ 0193-42-7570

問 釜石警察署交通課
 　℡ 0193-25-0110

ペットボトル
　 軽く水ですすいで、キャ

ップ・ラベル・ペットボ
トルに分けて透明な袋に
入れて出しましょう。

空き缶・ビン
　 軽く水ですすいで、袋に

入れず収集カゴに出しま
しょう。
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OT S U C H I  

i n f o r m a t i o n している人や自動車税・軽自動車税
の免税を受けている人は対象になり
ません。

■�給付枚数　１ヶ月につき２枚
■�申請期間　令和５年４月～令和６年
３月

問 健康福祉課　℡0193-42-8715

献血のお知らせ

　岩手県赤十字血液センターの献血車
による献血が下記の通り行われます。
皆さんのご協力をお願いします。
■�実施日　４月17日（月）
■�受付時間　�9：30 ～11：30
　　　　　　13：00 ～16：00
■�場所　役場入口（町民室前）
問 健康福祉課　℡0193-42-8715

元気活きいき運動教室

　町は、活きいき貯筋クラブに委託し
て、楽しみながら体力の維持・向上を
図る“元気活きいき運動教室”を開催し
ています。
■�日時　毎月第２・４木曜日（日程が変
更になる場合もあります）　　

　�13：00 ～15：00（申し込み不要、
直接会場へ）

■�場所　城山公園体育館（体育館・ト
レーニング室）

■�内容　ファミリーバドミントン・卓球
など

■�持ち物　上履き、水分、タオル、運
動しやすい服装

■�費用　無料
■�4月開催予定　4月13日、27日
※�新型コロナ感染拡大などにより中止す
る場合は施設掲示などでお知らせし
ます。

問 健康福祉課　℡0193-42-8716

移転先住宅団地の宅地
期限付き再募集

　町は、防災集団移転促進事業で移転
先として整備した宅地を、以下のとおり
期限付きで再募集します。
■�対象　被災時に町内の移転促進区域
に居住していた人

■�募集する宅地
　▽沢山②団地　４画地
　※�住宅団地の詳細は、大槌町ホーム
ページをご覧いただくか、地域整
備課までお問い合わせください。

■�募集期間　４月５日（水）～14日（金）
の平日

　（受付時間９：00 ～17：00）
※�期限までに申込みがない場合、４月
17日（月）から一般分譲に切り替え
ます。

問 地域整備課　℡0193-42-8722

令和５年度 J アラート全国一斉情報
伝達訓練・緊急速報訓練の実施予定

　地震・津波や武力攻撃などの緊急情
報を防災ラジオ通じて瞬時にお伝えす
るJアラートの全国一斉訓練を下記の日
程で実施します。
■�実施日時
　��６月��７日（水）11：00
　��６月15日（木）10：00　※緊急
　��８月23日（水）11：00
　11月��２日（木）10：00　※緊急
　11月15日（水）11：00
　令和６年２月９日（金）11：00
■�Jアラート伝達訓練放送内容

住宅情報

防災

　｢これはＪアラートのテストです｣ ×３
　｢こちらは防災おおつち広報です｣
■�緊急地震速報訓練内容
　｢※緊急｣ と書かれた日は訓練用の緊
急地震速報が放送されるため、実際の
災害と間違えないようご注意ください。
　また、実際の災害などの発生により
訓練を中止する場合があります。
問  防災対策課　℡0193-42-8781

全町一斉ラジオ体操を
開催します

　体を動かす機会が減少し、体力の衰
えや心身の不調などが心配されていま
す。定期的に体を動かす機会を提供し、
運動の習慣化と自身の体調管理に努め
ていただくために、ラジオ体操第１を全
町一斉に放送します。
■�放送日　令和５年５月～令和６年３
月の毎週水曜日

■�時間　15：00 ～15：05
■�内容　ラジオ体操第１
問  生涯学習課　℡0193-42-2300

大槌町福祉タクシー助成券
について

　町は在宅重度障がい者に対し、タク
シー利用料のうち基本料金について助
成します。
■�対象者　①身体障害者手帳をお持ち
で障害の級別が１級および２級の認
定を受けている人、②療育手帳をお
持ちで障害の程度がAの認定を受け
ている人、③精神障害者保健福祉手
帳をお持ちで１級の認定を受けてい
る人。なお、障害者支援施設に入所

健康

健康相談

　町は、健康相談を実施しています。

日時・場所 内容
4月17日（月）
9：30 ～10：30
岩手県立大槌病院

高齢者に関する
介護・生活相談
【申込不要】

※�新型コロナ感染拡大などにより中止す
る場合は施設掲示などでお知らせし
ます。

問 健康福祉課　℡0193-42-8716

釜石保健所各種無料相談
および検査
項　目 実施日

◆�エイズ相談・検査
◆�性感染症検査
���（性器クラミジア
検査・梅毒検査）�
◆�肝炎ウイルス検査
（B型・C型）�
◆ �HTLV-1相談・抗
体検査

4月20日（木）
11：00 ～12：00
（予約制）

※毎月第3木曜日

骨髄バンク登録

4月20日（木）
14：30 ～15：00
（予約制）

※毎月第3木曜日

こころの健康相談
4月13日（木）
15：00 ～17：00
（予約制）

問 釜石保健所保健課
 　℡0193-25-2710

弁護士巡回相談

　経済的に余裕のない人を対象とした無
料法律相談です。※相談は電話予約制
■ 日時　4月26日（水）
　　　　13：00 ～15：30
■ 場所　役場３階�会議室
■ 予約　相談日の前日15：00まで
問 法テラス気仙 　℡0570-078385
　（9：00〜17：00）

人権相談

　人権擁護委員が、家族間、近隣関係、
学校や職場内等での困りごとなどにつ
いて相談に応じます。相談は無料で秘
密は守られます。
■ 日時　４月19日（水）10：00～12：00
■ 場所　役場�小会議室３
問 町民課　℡0193-42-8713

司法書士無料法律相談

（１）司法書士無料法律相談
■ 日時　4月28日（金）
　　　　10：00～13：00
■ 場所　おしゃっち�会議室１
※電話予約の方を優先します。

相談・説明会

車検・点検・一般修理
板金塗装・新車中古車販売・24時間ロードサービス

岩手県上閉伊郡大槌町吉里吉里１‒140‒2
TEL 0193‒44‒2133   FAX 0193‒44‒2131

株 式 会 社

松 橋 自 動 車
低年式車 過走行車

どんなお車でも

買取ります

事故車 不動車 検切れ車

車
検
切
れ

他店拒否車

高く

N0!N0!

■ 予約先　岩手県司法書士会
　℡019-623-3355（9：00～17：00）

（２）岩手県司法書士会電話無料相談
　火曜日、木曜日　10：00～13：00
　℡0120-823-815（通話料無料）

岩手弁護士会無料法律相談

　岩手弁護士会が無料法律相談を次の
日程で開催しています。相談には必ず
予約が必要です。
■ 日時　４月12日（水）、４月26日（水）
　10：00 ～15：00
■ 会場　釜石市役所第１庁舎１階��生活
環境課��消費生活センター

■ 予約受付　釜石市�生活環境課��消費
生活センター　℡0193-22-2111（代）

行政相談

　行政（国、県、市町村）、独立行政法人、
特殊法人（郵便局、NTTなど）での困
りごとについて行政相談を開催し、そ
の解決を図ります。遠慮なくご利用く
ださい。
■ 日時　４月20日（木）9：30～11：30
■場所　役場１階�相談室１
問 総務課　℡0193-42-8710

《お問合せ》おおつち おばちゃんくらぶ   川原畑：090-7074-0174

昼

夜

いわて生協被災地支援活動助成金活用

【17日（月）】10時 ～12時　おしゃっち　第２・３会議室
　　　　　　13時30分 ～15時30分   大ヶ口集会所 
【24日（月）】10時 ～12時　おしゃっち　第２・３会議室
【20日（木）・26日（水）】 18時30分 ～20時30分

4月の手芸教室のご案内

吊るし飾り教室
のご案内

１年を通して吊るし飾りを作る方参加募集（10名）
完成させて展示会を開催します。 
１回参加費　800円～（材料に寄って参加費は変わります）
材料準備のため4月15日まで（締め切り）ご連絡ください。
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問  独立行政法人高齢・障害・求職者雇
用支援機構岩手支部 アビリンピッ
ク事務局　℡019-654-2081

地域コミュニティ活動へ
助成金を交付します

　被災者を取り巻く地域の課題解決に
向け、地域住民が主体的に取り組む自
律的な地域コミュニティ活動事業に対
して助成金を交付します。
■ 事業期間　令和６年３月８日（金）ま
でに実施する事業

■ 助成金額　（１）１団体での取り組み
については１事業につき上限19万円
（10/10助成）
　�（２）複数団体での取り組みについて
は１団体につき上限10万円（10/10
助成）

■ 申請期限　令和６年１月31日（水）
　詳細は、町HPをご覧いただくか、下
記へお問合せください。
問 協働地域づくり推進課　
　 ℡0193-42-8718

協働によるふるさとづくりの
ための補助金を交付します

　自治会町内会や自主防災組織、コミ
ュニティ活動団体やNPO団体が創意
工夫して実施する地域づくりのための
事業に対して、予算の範囲内で補助金
を交付します。
■ 事業期間　令和６年３月末までに実
施する事業

■ 補助率　補助対象経費の10分の９
（ただし、上限額10万円まで）

■ 申請期限　６月16日（金）
　審査により採択します。申請多数の
場合、地域コミュニティ活動推進助成
金を受けていない団体を優先します。
申請方法は町HPをご覧いただくか、下
記へ問い合わせください。
問 協働地域づくり推進課　
　 ℡ 0193-42-8718

4 月は
未成年者飲酒防止強調月間

　毎年４月は「未成年者飲酒防止強調
月間」です。20歳未満の飲酒は法律で
禁止されています。
　20歳未満はアルコール分解機能が未
完成です。飲酒してしまうと脳の機能低
下、肝臓をはじめとする臓器の障害、
性ホルモンの分泌異常、アルコール依
存症など心身に多大な悪影響を及ぼし
ます。
　ある調査では、中高生の20 ～30％
の人が保護者などの大人の前で飲酒し
ているとのデータもあります。春は歓送
迎会やお花見と飲酒する機会が増える
時期ですが、20歳未満の人は飲酒しな
いこと、大人は20歳未満の人に飲酒さ
せないことを意識しましょう。

令和５年度大槌町戦没者追
悼式を開催します

　町は、先の大戦における戦没者なら
びに多数の戦争受難者に対し、追悼の
誠を捧げるとともに、恒久平和への誓
いを新たにするため、大槌町戦没者追
悼式を開催します。
■ 開催日　５月27日（土）
■ 場所　おしゃっち��多目的ホール
■ 一般献花　8：30 ～10：00
■ 式典　10：00～11：00（受付9：00～）
■ 対象　戦没者のご遺族
■ その他　詳細は、遺族会の皆さんへ
後日送付する案内状でお知らせしま
す。また、一般献花の時間を設けま
したので、ご来場ください。

問 健康福祉課　℡0193-42-8715

５月１日と２日は、町民課の窓口でマイナン
バーカードに関わる手続きができません

　５月１日（月）と２日（火）に、マイナ
ンバーカードのシステムの更新作業が行
われます。これに伴い、町民課の窓口
で一部の手続きが受け付けできません。

主な手続きは、以下のとおりです。
�・�マイナンバーカードの交付申請書の
発行

�・�マイナンバーカードの受け取り
�・�マイナンバーカードの電子証明書の発
行、更新及び暗証番号の変更

�・�マイナポイントの申し込み
　また、転居などの住所異動は手続き
できますが、マイナンバーカードの住所
変更が出来ませんので、ご了承ください。
　ご不便をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
問 町民課　℡0193-42-8713

国民年金の
学生納付特例制度

　国民年金には、学生である期間につ
いて、本人所得が一定以下の場合、保
険料の納付が猶予される「学生納付特
例制度」があります。
　猶予期間は４月から翌年３月までの
１年間です。翌年度も在学予定の場合
には、４月初めに申請書が送付されま
すので、引き続き希望する場合は、再
度申請してください。
　また、学生納付特例の期間は、将来
受け取る年金額には反映されませんの
で、後から納付することをお勧めします。
■ 用意するもの　在学証明書（原本）ま
たは有効期限や学年の記載された学
生証、基礎年金番号が分かるもの

■ 留意事項
�・�本制度は、毎年度手続きが必要です。
�・�過去２年分（２年１ヶ月前）までさかの
ぼって手続きをすることができます。

�・�学生納付特例期間中の保険料につい
ては、10年以内であればさかのぼっ
て納めることができます。

�・�学生納付特例の期間は、障害年金や
遺族年金の受給資格期間となります
ので、万が一の時にも安心です。

■ 申請受付場所・問い合わせ先
　大槌町役場�町民課　℡0193-42-8713
　宮古年金事務所　℡0193-62-1963

日・祝日は除く　８：30～17：15
■ 縦覧・閲覧場所
　大槌町役場　税務会計課
■ 必要書類　縦覧・閲覧は、相続人（相
続人とわかる書類が必要）・納税管
理人・代理人（委任状が必要）もでき
ますが、必ず本人確認ができるもの
（運転免許証など）を持参して下さい。
なお、委任状には必ず本人の自署・
押印（法人の場合は代表者印）が必
要です。

問 税務会計課　℡0193-42-8711

納税義務者の相続について

　固定資産税は毎年１月１日時点の所
有者に課税されます。
　所有者が亡くなった場合は、相続人
に納税義務が承継されますので、税務
会計課へ固定資産現所有者（相続人代
表）申告書を提出してください。
■ 相続登記について　土地建物の相続
登記は別途手続きが必要です。登記
手続きに関することは法務局にお問
い合わせください。

問 盛岡地方法務局宮古支局
　 宮古市小山田1丁目1-1
　 ℡0193-62-2337

家きんの飼育状況・衛生管理
状況の報告をお忘れなく！

　鶏やチャボ・うずらなど家きんを飼っ
ている人は、毎年２月１日時点の飼育状
況などを所定の報告書（様式）に記入し、
６月15日までに、岩手県県南家畜保健
所に提出してください。
問 岩手県県南家畜保健衛生所
 　℡0197-23-3531

農業でお仕事
してみませんか？

　JAいわて花巻では農繁期などで人手
が必要となる農業者と、農業のお手伝
いをして収入を得たい人とを繋ぐ事業、
無料職業紹介所「アグリワーク」を開設
しています。
■�紹介には求職票の提出が
必要です。詳しくはJAい
わて花巻HPをご覧いただくか、アグ
リワークまでご連絡ください。

問  JAいわて花巻　無料職業紹介所（ア
グリワーク）営農部営農企画課内

　℡ 0198-29-5871
　Fax 0198-24-0621

第 25 回岩手県障がい者ス
ポーツ大会の参加者を募集

■ 開催日時　6月3日（土）
■ 場所　岩手県営運動公園　他
■ 参加対象者　県内に在住し、身体障
害者手帳、療育手帳または精神障害
者保健福祉手帳をお持ちの13歳以上

■ 申込方法　参加申込書に必要事項を
記入し、参加希望者の障害者手帳を
お持ちの上、役場健康福祉課まで提
出してください。（参加申込書は「岩
手県障がい者スポーツ協会」のホー
ム ペ ー ジ（https：//www.iwate-
adaptive.or.jp）よりダウンロード
するか、役場健康福祉課にて受け取
ってください。）

■ 申込期限　4月18日（火）
※�大会の詳細は「岩手県障がい者スポ
ーツ協会」のホームページでご確認
ください。

問 健康福祉課　℡0193-42-8715

第21回岩手県障がい者技能
競技大会の参加者を募集

■ 開催日時　７月29日（土）
■ 場所　岩手県立産業技術短期大学　
矢巾キャンパス

■ 参加対象者　県内在住で、身体障害
者手帳、療育手帳または精神障害者
保健福祉手帳をお持ちの15歳以上な
ど

■ 競技種目　ワープロ、表計算、喫茶
サービス、ビルクリーニング、DTP、
オフィスアシスタント、縫製、木工、
物品運搬、パソコン操作、写真撮影

■ 申込方法　参加申込書を記入し、下
記の問い合せ先に提出してください。
（参加申込書は「岩手県障がい者技能
競技大会」のホームページにありま
す）

■ 申込期限　５月26日（金）

お知らせ 地域環境保全活動報償金
を交付します

　町は、地域住民で構成する団体が主
体的に行う以下の地域環境保全活動に
対して、報償金を交付します。（事前の申
請が必要です。）
（１）環境美化活動（草刈、側溝清掃）
（２）�花壇活動（水やりなどの日常管理

も含みます。）
　報償金の交付を希望する団体は、４
月３日（月）から申請を受け付けますの
で、下記にお問い合わせください。
　詳細は、町ホームページをご確認く
ださい。
問 地域整備課　℡0193-42-8722

令和５年度固定資産税の縦
覧・閲覧制度について

【縦覧帳簿の縦覧】
　土地や家屋を所有している納税義務
者が、他の土地や家屋との比較を通じて、
自己の土地や家屋の価格が適正である
ことを確認することができます（無料）。
■ 縦覧できる帳簿
　�土地価格等縦覧帳簿（所在・地番・
区域・地目・地積・価格）

　�家屋価格等縦覧帳簿（所在・家屋番号・
種類・構造・床面積・価格）

■ 縦覧できる人　令和５年度�固定資産
税の納税義務者

【固定資産課税台帳の閲覧】
　納税義務者は固定資産課税台帳（土
地・家屋・償却資産）に自己の資産が
記載された部分について閲覧ができま
す（無料）。
■ 閲覧できる帳簿
　固定資産税課税台帳兼名寄帳
■ 閲覧できる人　令和５年度�固定資産
税の納税義務者・借地借家人等（賃
貸借契約書等が必要。該当部分に限
る）

■ 縦覧・閲覧期間
　�４月３日（月）～４月28日（金）�※土・

売地・売家・借家

〒028-1131  上閉伊郡大槌町大槌12-125
TEL：0193-42-3167  FAX：0193-42-2310

赤武不動産（柾内）

赤武石油ガス㈱不動産

物 件物 件
募 集募 集

・ ・売地売地・・売家売家・・借家借家 物 件
募 集

売地・売家・借家
営業時間  7：30～19：30
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0TSUCHI   in format ion 新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用、手指消毒などの協力をお願いします

　今月、納期となっている町税などは、次のとおりですので納め忘れのないよう
にお願いします。また、納税は、便利な口座振替を推奨しています。

問 税務会計課　℡0193-42-8711町税などの納期のお知らせ町税などの納期のお知らせ

※�大槌町役場に届出を提出した方で、広報掲載を
希望した方のみ掲載しております。

博英典礼博英典礼

一般葬から家族葬・社葬等ご要望に応じて承ります。

仏壇・仏具・慶弔花環・葬儀一式・霊柩運送

新町家族葬会館
新 町 通 夜 会 館
新町家族葬会館
新 町 通 夜 会 館

当会館での葬儀
費用の全額※を
各種クレジット
カードでお支払い
できます。
※お布施は除く

阿　部　翔
しょう
　吏

り
（海翔・源 水）

黒　沢　　　光
ひかり
（ 司 ・赤 浜 二）

出　　　生

瀬　戸　　　翼（前 段）
関　谷　　　芽

婚　　　姻

中 村 源 藏（98・浪 板）2/15
永 井 憲 子（89・吉里吉里四）2/23
伊 礼 司（84・大ケ口二） 3/2
末 田 金 治（90・戸 沢） 3/1
小 國 ヤ ス（91・安 渡 二） 3/5
福　士　百合子（60・大 町） 3/7
澤　　　育　子（70・浪 板）3/10
東 梅 モ ト（87・蕨 打 直） 3/9
港 川 律 男（85・吉里吉里二）3/14

死　　　亡

問 健康福祉課　℡0193-42-8716

内 科   月曜日〜金曜日［午前］

外 科   月曜日〜金曜日 ［午前］

整形外科   月曜日
　17 日［午前］／10 日・24 日［午後］

皮 膚 科   24 日［午前］

眼 科   月曜日・木曜日［午後］

時間外・土日・祝日は完全休診です

税　　目 期 納 期 限 口座振替日

固定資産税 １期 5月1日（月） 4月25日（火）

日　程 当　番　医 ／ 所在地・電話番号
4月9日
（日）

道又内科小児科医院（内・呼内）
大槌町大槌 15-95-255� ℡ 0193-42-2500

4月16日
（日）

国立釜石病院（内・小）
釜石市定内町 4-7-1� ℡ 0193-23-7111

4月 23日
（日）

小笠原内科クリニック（内）
釜石市上中島町 3-2-20� ℡ 0193-25-2580

4月 29日
（土）

釜石ファミリークリニック（内・脳外）
釜石市大渡町3-15-26�保健福祉センター3階��℡ 0193-31-1616

4月 30日
（日）

かまいしベイ眼科クリニック（眼）
釜石市港町2-1-1�イオンタウン釜石 3階��℡ 0193-27-7311

日　程 当　番　医 ／ 所在地・電話番号
5月3日
（水）

道又内科小児科医院（内・呼内）
大槌町大槌 15-95-255� ℡ 0193-42-2500

5月4日
（木）

おしゃち外科クリニック（外科・整外・リハ・皮膚科・内分泌内科）
大槌町大町 6-5� ℡ 0193-27-5656

5月 5日
（金）

国立釜石病院（内・小）
釜石市定内町 4-7-1� ℡ 0193-23-7111

5月7日
（日）

大槌おおのクリニック（循内・内）
大槌町吉里吉里 2-9-20� ℡ 0193-44-3122

日　程 歯　科　医　院 ／ 所在地・電話番号
4月9日
（日）

近藤歯科医院
大槌町小槌 22-42-1� ℡ 0193-42-7667

4月16日
（日）

ささき歯科医院
釜石市鵜住居町 1-703� ℡ 0193-29-1222

4月 23日
（日）

鈴木歯科医院
釜石市中妻町 3-7-10� ℡ 0193-23-5908

日　程 歯　科　医　院 ／ 所在地・電話番号
4月30日
（日）

早﨑歯科医院
釜石市鵜住居町 15-18-8� ℡ 0193-28-2311

5月7日
（日）

平松歯科医院
釜石市2-21-15� ℡ 0193-25-0315

休日当番医は、専門的な治療ではなく応急処置が原則です。不要不急の休日の受診は
避けましょう。適切な休日当番医の利用をお願いします。

■診療日　毎週日曜日　　■診療時間　９：00～12：00

県立大槌病院外来のお知らせ

休日当番歯科医のお知らせ［釜石歯科医師会］

休日当番医のお知らせ［釜石医師会］

最終処分場放流水の水質について

　3月8日に採水した、一般廃棄物最
終処分場放流水の水質分析結果と放射
性物質濃度測定結果について、基準値
を超える項目はありませんでした。
問 リサイクルセンター　℡0193-42-7570

督促手数料を廃止します

　町の条例改正により、令和5年4月1
日から、町税および保険料等の督促手
数料を廃止しました。
　但し、令和5年3月31日以前に督促
状を発送している場合は、従前のとお
り督促手数料の納付が必要です。
■ 督促手数料を廃止する町税等
　�町県民税/法人町民税/固定資産税/
軽自動車税/国民健康保険税/介護

お知らせ

保険料/後期高齢者医療保険料/水
道料金/公共下水道使用料/漁業集落
排水使用料/公共下水道受益者負担
金/漁業集落排水受益者分担金/震
災復興土地区画整理事業徴収清算金

問 税務会計課　℡0193-42-8711

令和５年度
銃砲刀剣類登録審査会

■ 開催日および会場
〇岩手県公会堂２階21号室
　５月22日、７月20日、９月20日
〇盛岡地区合同庁舎８階大会議室
　�11月20日、令和６年１月22日、３
月21日

■ 受付時間� �10：00～11：00、13：00～
14：00

※必ず時間内に受付してください。
※�当日、銃砲刀剣類の受付本数が多い
場合、午前中に受付した人でも午後
の審査になる場合があります。

■ 留意事項
①開催日以外には審査できません。
②�登録申請に必要なものは次のとおり
です。

�・登録しようとする銃砲刀剣類
�・登録申請書（会場に用意しています）
�・�刀剣類発見届出済証（警察署で交付
します※新規登録の場合）

�・手数料
　再交付　　１振りにつき3,500円
　新規登録　１振りにつき6,300円
�・委任状
　�代理人が審査会に出席する場合に必
要です。代理人には本人確認書類（免

許証等）の提示をお願いしています。
問  岩手県教育委員会事務局生涯学習

文化財課　℡019-629-6182

令和５年度固定資産税に
ついて

　令和５年度固定資産税納税通知書を
４月上旬に発送します。
■ 課税明細書をご確認ください　土地
の現況や利用状況に変更があった場
合、家屋の新増築・解体をした場合は、
税務会計課課税班にご連絡ください。

■ 納期限　第１期　�５月��１日（月）
　　　　　第２期　�７月31日（月）
　　　　　第３期　10月��２日（月）
　　　　　第４期　11月30日（木）
問 税務会計課　℡0193-42-8711

人生のあゆみ �
　前沢町（現 奥州市前沢区）に生まれ、５人きょうだいの
４番目として育ちました。小さいころは成績優秀で教師を
目指して勉強していた時もありました。成人して、釜石製
鉄所に勤める政夫さんと結婚し、１人の娘を授かりました。
　何事にも積極的で、ボランティアグループの会長を務
め、設立間もない頃からわらび学園でのイベント開催や釜
石市にある国立療養所のオムツたたみのボランティア活動
を行ってきました。また踊りが好きで、地域のお祭りやイ
ベントで披露したり、他の人に踊りを教えたりするなど面
倒見が良い人でした。

震災時の状況� �
　震災当日は自宅にいました。地震が起きて津波が来るま
での足取りは、目撃者がおらずわかっていません。震災の
後、家族が良子さんの行方を探していると、自宅近くにき
れいな姿で横たわっている良子さんを見つけました。そば
にあった手提げ袋に保険証や通帳が入っていたので身元確
認が順調に行われましたが、持ち物から分かるように良子
さんは避難しようとして津波に流されたと思われます。

ご遺族より �

何事も率先して活動する義母でした

菊
きく

池
ち

 良
りょう

子
こ

 さん

昭和７年３月 25 日～
平成 23 年３月11日

（享年 78 歳）
大槌町桜木町

問 協働地域づくり推進課　℡0193-42-8718

　義母は勝気で負けず嫌いな面
があったと思いますが、何事に
も自分から積極的にリーダー
シップを発揮して活動する人
だったと思います。自分が立ち
上げたボランティア団体の会長
として積極的に活動し、わらび
学園が設立された時からずっと
関わり続けていました。手先の
器用さを活かして作った編み物
や貝殻細工、古着のリメイク品などをわらび学園の文化祭
などで販売し、寄付を行っていました。活動は大槌町にと
どまらず、釜石市へも出向いて活動しました。
選手と審判の二足の草鞋
　病弱ぎみでしたが、体を動かすことが好きで始めたゲー
トボールも選手としてプレーするだけに留まらず、男性で
も取得するのが難しいと言われていた難関の１級審判員の
資格を取って、大会のたびに選手と審判の二足の草鞋を履
いて大活躍しました。「疲れた、疲れた」と言いながらも、
以前のように寝込まず元気に楽しそうに、北は北海道から
南は沖縄まで行っていました。そんな義母も 70 歳の時に
大病を患い、入院を経験しましたが、病気を克服すると活
動を抑えることなく以前と同じように動き回る人でした。

伝えたいこと �
　忙しい中でも家族に尽くしてくれて感謝しています。孫
娘も無事に子どもを産み、菊池家も安泰です。生まれたひ
孫を見せてやりたかった。みんな元気で頑張っているから
安心してください。そして家族を見守って下さい。

 菊池義男さん（義理の息子）
 （平成 27 年４月）

おめでた・おくやみ（敬称略） 2 月16日〜 3 月15日

3.11あの日から未来へ

※�入院が必要な場合は、県立釜石病院またはせいてつ記念病院が対応し
ます。

踊りを披露する
菊池良子さん
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【人口】 10,905人（前月比－16 人）  【世帯数】�5,286 世帯 （前月比－1 世帯） （令和5 年2 月末現在）人 口 情 報

〜人と人が集まり、出会いとつながりが〜人と人が集まり、出会いとつながりが
　広がる中で生まれる「おもっせえ」おおつち〜　広がる中で生まれる「おもっせえ」おおつち〜

協働による地域・まちづくりを実践し、
人と人との出会いやつながりを生み出
している「おもっせえ」人や活動を紹
介します。みんなやっぺし協働！

【最優秀賞】 芳賀 みく さん（６年）

　火の確認  
       大切な人  
             守るため

【優 秀 賞】 東梅 紗千 さん（１年）
　カンカンの音聞こえたら  わが家も見回り  火の用心

【優 秀 賞】 倉本 和 さん（２年）
　つけた火を  ひとりぼっちに  しちゃだめよ

【優 秀 賞】 関谷 凌汰 さん（３年）
　火のしまつ  人にたのむな  まかせるな

【優 秀 賞】 平野 沙奈 さん（４年）
　支え合い  みんなでつなぐ  地域の防火

【優 秀 賞】 小川 和花 さん（５年）
　火の確認  家族みんなで  声出して

【優 秀 賞】 関谷 絃吹 さん（６年）
　うっかりを  なくしてしっかり  火の用心

【ユーモア賞】 倉本 隼太 さん（５年）
　火はこわい  おかあさんと  同じくらい

地
域
防
災
の
意
識
を
小
学
生
か
ら
発
信

吉
里
吉
里
学
園
と
消
防
団
が
標
語
で
啓
発

　
消
防
車
両
の
後
ろ
に
掲
げ
ら
れ
た
「
火
の
確
認　
大
切
な
人　
守
る
た

め
」
の
文
字
。
３
月
14
日
（
火
）、
令
和
４
年
度
消
防
標
語
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
芳
賀
み
く
さ
ん
（
吉
里
吉
里
学
園
６
年
）

の
作
品
が
、
車
両
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
吉
里
吉
里
地
区
で
は
、
消
防
団
が
小
学
生
か
ら
消
防
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
、
表
彰
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
作
品
は
、
吉

里
吉
里
地
区
の
消
防
団
員
38
人
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
で
、
１

年
間
、
防
火
の
啓
発
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。
消
防
団
第
３
分
団
の
芳
賀
分

団
長
が
「
消
防
団
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、　
さ
ら
に
は
地
域
の
防
火
・

防
災
へ
の
意
識
づ
け
を
す
る
意

味
に
お
い
て
も
良
い
企
画
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
冬
休
み
の
宿

題
と
し
て
も
ら
う
な
ど
、
学
校

に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
」
と
語
る
よ
う
に
、
消
防
団
、

学
校
、
児
童
が
地
域
の
た
め
に

同
じ
気
持
ち
で
取
り
組
む
啓
発

活
動
は
、
地
域
防
災
力
向
上
の

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
目
線
か
ら
の

素
直
で
力
強
い
呼
び
か
け
が
、

消
防
団
員
と
一
緒
に
吉
里
吉
里

の
町
を
駆
け
回
り
ま
す
。

地域防災の要である消防団
が、子どもたちを「次世代
の地域を守る人材」に育成
することにつながる素晴ら
しい取り組みです。小学生
が防火・防災について考え
るきっかけとして、ぜひ続
けていってほしいと思いま
す。

藤原  秀二 署長

大槌消防署
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